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平成29年度 69,649 633 1USﾄﾞﾙ =　110円 0

平成28年度 84,422 704 1USﾄﾞﾙ =　120円 0

平成27年度 77,387 704 1USﾄﾞﾙ =　110円 0

【備考】

 
【当該任意拠出金等の意義，成果等に関する我が国としての評価】

国際バカロレア（ＩＢ）はグローバル化に対応したスキルを身に付けさせることを重視しており，我が国にお
いて，世界で活躍できるグローバルリーダーや，グローバルな視点をもって地域社会の活性化を担う人材
を育成する上で有益なプログラムである。「まち・ひと・しごと創生総合戦略」（平成28年12月22日閣議決定）
においては，2020年までにＩＢ認定校等を200校以上にするとの目標が掲げられており，目標の達成に向
け，当該拠出金により，ＩＢＯとの協力の下，ＩＢの一部科目を日本語でも実施可能とする「日本語ＤＰ」の開
発・導入等を通じ，ＩＢの普及・拡大を図る。

【最近３年間の我が国支払額及びＯＤＡ率】

　ＩＢＯは，ＩＢ校の認定をはじめ，共通カリキュラムの作成やＩＢ試験の実施，ＩＢ資格の授与，教員のための
ワークショップなどを行う機関であり，我が国において効果的に事業を実施できる機関である。
　ＩＢは，原則英語等の外国語により授業や試験を行う必要があり，このことが，一条校でＩＢの普及が進ま
ない最大の要因の一つとなってきた。このため，現在日本にあるＩＢ認定校のほとんどはインターナショナル
スクールとなっている。「まち・ひと・しごと創生総合戦略」（平成28年12月22日閣議決定）においては，2020
年までにＩＢ認定校等を200校以上にするとされており，ＩＢの普及拡大を図るため，ＩＢＯとの協力の下，平成
25年度より，ＩＢの一部科目を日本語でも実施可能とする「日本語ＤＰ」の開発・導入を行っている。日本語Ｄ
Ｐの開発により，優秀な日本人教員の活用等が可能となることで，国内の学校においても従来よりＩＢを導
入しやすくなり，公立学校を始め日本の学校へのＩＢの導入が進むことが期待される。日本語ＤＰの開発を
完了し，今後も運用を行うため，引き続き，資金を拠出することが必要である。

単   位
レート ODA率（％）

 【拠出先の国際機関名】国際バカロレア機構（IBO)

 【所管官庁担当局課・室名】文部科学省大臣官房国際課

 【当該任意拠出金の目的・用途等】

種　　別 　　☑イヤマークのみ　□一部イヤマーク

2017-B
　拠出金・基金

の名称
日本語DP開発等のための拠出金


